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【現在のサポーター数】２月 77名→79名/115.25俵（個人：76、企業/団体：3） 
【守られている棚田面積】19,208㎡（115.25俵⇒192.08a 収量 6俵/10ａとして） 
◆美しい棚田の風景と、それを守り引き継ぐ仕組みづくりを目指して、 
お米を食べて応援してくださるサポーターを募集しています。 

◆山村塾の活動は皆様からのご寄附で支えられています。 

 
 

 
3月になり、笠原では菜の花が咲き誇っています。まだまだ寒暖差が激しくコート

が手放せませんが、これから春めいて鮮やかになっていく棚田の風景が楽しみです。 
先月は、笠原棚田米プロジェクト 10周年を機に、メンバー一同で 10年の振り返

り会を行いました。その内容はこれから冊子にまとめて、5月頃に皆さんにお届けす
る予定です。どうぞお楽しみに！ 

今月のお米：川原孝行さん「恵つくし」：笠原中央区 
去年の米づくりは、天気がよくて出来は上々でした。品種は

すべて「つくしろまん」から、新品種の「恵つくし」に変わり、
初めての作付けで不安もありましたが、順調にできてよかった
です。肥料が少なくてよく、病気にも強いようで作りやすいか
なと思います。味もおいしかです。 
去年から、後期高齢者（75 歳）になったのを機に、米の栽

培面積を 1haから 60aに減らしました。もともと我が家の田
んぼは 20a でしたが、近所の人から頼まれるなどして、棚田
が荒れないようにと引き受けてきました。うちも含めて跡継ぎ
がいないところが多く、数年後には棚田はどうなるんだろうか
と思います。私もあと何年できるやろうか…という歳になりま
したが、今年から新しい機械を使ってみるなど、いろいろと工
夫をしながら、続けられる限りは続けたいと思っています。 
笠原棚田米プロジェクトの農家仲間との交流や、今まで支えてくださったサポーターさんの存在が大

きな励みになっています。おかげさまで米づくりが楽しいです。安心安全なお米を届けるのをモットー
に、今年も米づくりをがんばりますので、どうぞよろしくお願いします。（川原孝行） 
 
※農薬化学肥料不使用の【精米】をお申込みの方には大橋幸太郎さんの「縁結び」を、 
【玄米】をお申し込みの方には笠原棚田米プロジェクト無農薬栽培実験田の「ヒノヒカリ」
をお届けしています。 

◆事務局より 
〇次回のお届け 次回（4/3発送）は小川誠二郎さんの「恵つくし」をお届け予定です。
追加注文や精米歩合の変更、配達先変更をご希望の方は、発送前月 20日までにお知ら
せください。 
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山村塾ホームページ 
棚田米新聞も掲載しています 
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毎月の精米作業は川原さんが担当しています 
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